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令和 2年度第 4回（令和 3年 6月 10日）図書館運営協議会 会議録（要旨） 

 

１ 出席者  

運営協議会委員（16名）  

【会長】学識経験者：雪嶋会長 

【副会長】学識経験者：三浦副会長 

【副会長】社会教育委員：中村副会長 

【学識経験者】糸賀委員 

【公募委員】酒井委員、篠塚委員、則竹委員、増子委員  

 【区内の社会教育委員】 石橋委員 

 【図書関係団体から推薦を得た者】尾下委員、成瀬委員 

 【区内学校職員】宇山委員 

【中央図書館長】図書館職員：中山中央図書館長  

【図書館側委員】図書館職員：平野資料係長、内村利用者サービス係長、 

              鈴木こども図書館長  

 

図書館事務局（3名）  

【事務局】図書館職員：萬谷管理係長、関口主査、管理係大場  

 

２ 場所 中央図書館 4階会議室  

 

３ 議事内容  

  協議事項 

 (1) 感染症対策と区立図書館サービスのあり方について（まとめ） 

 (2) 区立図書館サービス計画 

  報告 

 (1) 新宿区立図書館視聴覚資料（DVD）に係る貸出数量等変更の本格実施について（報告） 
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会長 今日は真夏のような暑さの中、お集まりいただきありがとうございます。只今から、

令和 2 年度の第 4 回新宿区立図書館運営協議会を開催いたします。この協議会は公開され

ており、傍聴の方がおりますのでよろしくお願いします。 

 本日は、1名から欠席の連絡を受けておりますけれども、開催の定数を満たしております

ので、本会議は成立いたします。また、オンライン参加についても１名アクセスができてい

ない状態ですが、現在調整中とのことですので、今日の会議は進行していきたいと思います。 

 まず、本日の資料の確認について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

事務局 資料確認の前に、この 4月より資料係長が変わりましたので、自己紹介をさせてい

ただきます。 

 

資料係長 4月より資料係長になりました、平野と申します。どうぞ皆さま、よろしくお願

いいたします。 

 

事務局 続いて資料の確認をさせていただきます。今回も、オンラインと対面のハイブリッ

ド会議を行いますので、そのご案内をします。オンラインの方は、基本的に発言者以外はマ

イクをオフにしていただいて、発言される場合は、会長から○○委員どうぞとおっしゃいま

すので、その後マイクのミュートを外してお話しください。こちらの会場にいらっしゃる皆

さまは、マイクでお話しいただければ聞こえるかなと思います。図書館委員で説明が必要な

場合は、今、私が座っている席から説明させていただきます。 

 前方のスクリーンにはウェブで参加されている方たちが映ってるようになっております

ので、スクリーンのほうもご覧いただければと思います。オンラインの参加の方で、画像を

オフにされている場合は、会長から呼び掛けを行うことがありますので、その際、何かリア

クションをしていただければなと思います。リアクションボタンですね。ここの反応という

ところで、はいとか、拍手とか出していただくと、こういうふうに表示されますので、何か

しらリアクションをしていただければと思います。 

 それから、何かトラブルなどで、音声とか画像が出なくなってしまったっていう方につい

ては、通知しているメールアドレスか、図書館にお電話いただければ、こちらのほうで対処

できることは対処していきたいと思っております。 

 それでは、配布資料の確認ですが、今回 7点送らせていただきました。(1)資料の送付文、

(2)事務連絡、(3)Zoomのウェブの案内、(4)次第、(5)サービス計画の冊子、(6)著作権法の

一部を改正する法律案の概要、(7)新宿区立図書館視聴覚資料、DVD に係る貸出数量等変更

の本格実施について。以上を郵送させていただいております。当日配布分としまして、(7)

の DVD の追加資料を机上配布とメールでお送りさせていただいております。資料の確認は

以上になります 
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会長 ありがとうございます。それでは、本日の次第に沿って進めます。まず(1)感染症対

策と区立図書館サービスのあり方について、それから(2)区立図書館サービス計画の二つを

一緒に進めていきたいと思いますので、資料の説明をお願いいたします。 

 

事務局 では、資料の説明をさせていただきますので、お配りしている事務連絡というもの

と、サービス計画の冊子ですね。こちらをご準備いただいてよろしいでしょうか。 

 まず事務連絡のほうから説明させていただきます。既にお読みになってらっしゃると思

いますけれども、10分程度でご説明させていただきますので、よろしくお願いします。 

 まず、1 番の「新型コロナウイルス感染症対策下における区立図書館のあり方について」

ということで、今回、令和元年度と 2年度の 2年間でご議論いただきました。その内容につ

いて、これから発行するこちらの令和 3 年度から令和 5 年度サービス計画の中に盛り込む

ことにしました。理由としては、ご意見が今後の図書館サービスに直接関係してくると思わ

れるためです。 

 サービス計画については、新型コロナウイルス感染症の影響によって、令和 2年度のサー

ビス計画の策定と、それから令和元年度の図書館サービスの達成状況の点検および評価の

実施について、見送らせていただきました。そのため、令和元年度に計画した重点事業の達

成状況に基づいて、区の第二次実行計画に合わせて、今回、3年度から 5年度の 3カ年の計

画として、今回策定しているところです。これらの経緯は、サービス計画のはじめにの所に

も掲載しております。 

 次に、サービス計画の確認ポイントについて説明いたします。現段階ではまだ案で、地域

図書館と調整中の箇所ですとか、それから本日ご議論いただいたものと、この後、教育委員

会などからもご意見をいただくことになってるんですけれども、それらを反映して、9月中

に冊子とホームページで公表していく予定で進めております。 

 では、サービス計画の 1ページ目なんですけれども、こちらは重点事業の達成状況につい

て記載しているところです。令和 2年度はサービス計画が立てられませんでしたので、令和

元年度のサービス計画の概要版に掲載した事項について、達成したか否かという点と、それ

から令和 3年度から 5年度の方向性を記載しました。この方向性に基づきまして、3ページ

目に令和 3年度から 5年度サービス計画、重点事業を記載しています。 

 令和元年度で達成したものについては、新たな視点で重点事業としました。例えば、中央・

こども図書館ですけれども、中央図書館敷地内校庭の有効活用の検討を行いますというこ

とで、令和元年度のサービス計画には載せまして、こちらの検討についてはもう達成しまし

たので、今後事業の拡大をしていくというような見方になります。旧校庭をそらとだいちの

図書館として、『みんなの居場所をみんなでつくる』をモットーに、『図書館のにぎわい創出』

や、地域の『ゆるやかなつながり』づくりを、ボランティアと進めますというサービス計画

の重点事業としました。このような感じで、令和元年度のところで継続していくものはその



4 

まま令和 3年度からも継続してやっていく。手段改善とか、縮小、拡大というような方向性

については、新たな計画を立てたというような見方になります。 

 北新宿図書館は、ほぼ全て新しく考え直しました。それから、鶴巻図書館も、ほぼ考え方

を変えています。こちらは、一昨年の事業者と指定管理者が変わりましたので、それで変更

する点が多いのかなというふうに考えております。 

 5 ページ目から 28 ページ目は、全館共通取り組み事業を記載しております。①夏目漱石

に関すること、②オリンピック、パラリンピックのこと、③区の各部署との連携、④図書館

を応援する地域団体等との協働事業、⑤調べ学習への支援の 5点になります。 

 オリンピック、パラリンピックが無事開催されましたら、この②の取り組み事業は終了し

て、新たに設定を考えているところです。こちらはサービス計画のはじめにの所に掲載させ

ていただいてるんですけれども、2 段落目の後半の所ですが、「東京オリンピック・パラリ

ンピック関連事業」については、開催終了までとします。その後、地域の情報センターとし

て、利用者とともに地域の情報を収集・発信する「地域と共に歩む図書館」を共通取り組み

事業として進めていくというふうに記載させていただいております。 

 昨日ちょうど区立図書館の館長連絡会がありまして、こちらについて別途依頼するとい

うお話をさせていただいているところです。考え方としましては、例えばなんですけれども、

四谷エリアには小さな美術館がたくさんあったり、それから下落合エリアのほうでは染め

物などのミニ博物館というのがあったりします。こちらの施設と連携したりですとか、それ

から歴史的人物とか建造物みたいなものを、図書館に来て、このような施設が近隣にあるこ

とを知ってもらって、そこに行って、そちらの施設からまた何かを学んだりということを、

相互に、これらを利用者と一緒に何か企画していくというようなイメージを考えておりま

して、それを「オリンピック・パラリンピック関連事業」の後の共通取り組み事業としてや

っていこうというふうに考えております。 

 それから、この 5ページ目からの共通取り組み事業の見方なんですけれども、左側に図書

館名がありまして、重点事業達成のための取り組み事業、令和元年度と 2年度に行った事業

名を記載しております。その事業について達成したか達成していないか、それから未実施な

のかということを記載しております。 

 達成していないと未実施の違いですけれども、未実施というのは、コロナ等の影響で全然

できなかったこと、達成していないというのは、事業を実施してみたけれども、最初の企画

した時点で考えていたものとは違うことしかできなかったということで、達成できなかっ

たという表現をさせていただいております。 

 利用者の声については、アンケートはイベントでは実施しているところなんですけれど

も、展示については、表現を統一しようと考えておりまして、今、冊子では黄色いセルにな

っております。何日間展示をして、展示資料何点中貸出点数が何点あったというような表現

でまとめようと思ってるところです。 

 それから、戸山図書館や角筈図書館ではまだ空欄の箇所があると思いますが、記載する際
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にひとつのセルに全部の事業が書かれていたものを分散して記載しなおしたため、それぞ

れの達成度については今、地域図書館に確認しているところです。この事業をやってみて、

方向性としては継続していくのか、廃止していくのか、拡大していくのか。継続していくけ

れども、手段改善するなどの方向性を示しています。この方向性へのコメントで、特筆すべ

きものについては記載しております。 

 この後の現状維持と重点事業の段なんですけれども、先ほど事前に会長と副会長と打ち

合わせしたところ、ちょっとこの表現が分かりにくいというお話が出ました。事務局として

は、継続していくけれども、今後、重点事業にしていくというようなニュアンスで書いたつ

もりだったんですけれども、あまり伝わっていない、伝わりにくいと思いますので、修正し

ていこうと思っているところです。イメージとしては、事業を拡大していく場合は重点事業

として進めていき、方向性が継続の場合は、経常事業的にやっていくものなのか、それとも、

継続していきながら重点事業としてやっていくのかというような、そういうような分け方

で修正します。 

 それから、29 ページ目からなんですけれども、こちらが図書館運営協議会の意見等とい

うことで、今回まとめていただいた部分になります。きょう、こちらを重点にご議論してい

ただければと思っているところです。 

 事務連絡の裏面に移りまして、こちらにご議論いただいた内容を 5点にまとめました。特

に 3番の電子図書館、サービスの導入の所についてはさまざまな意見をいただきました。全

ての意見を反映させることは困難だったのですが、3点に絞って記載しました。これまでに

いただいた意見で抜け漏れなどありましたら、ご指摘いただければと思っております。 

 この電子図書館サービスの中で、著作権法の一部改正する法律案の概要について記載さ

せていただいております。こちらについては、別紙に著作権法の一部を改正する法律案の概

要というのをお付けしました。この件についてはまだ不確定な要素が多くて、区立図書館と

してどういうふうに対応していっていいのか不明な点が多いんですけれども、学識の先生

や出版関係の委員の方から説明がもしありましたら、そちらも交えてご議論いただければ

と思います。 

 以降につきましては、まだ議論がきちんとできていない部分で、今回のサービス計画から

落とすことも視野に入れながら、案として書かせていただいております。今後、予算要求な

どで、図書館運営協議会からもこういうことの準備が必要ですというふうにおっしゃって

いただくことで、予算の確保などにもつなげていくことができるかと思いまして、掲載をさ

せていただいているところです。 

 おわりにの部分につきましては、前回、新中央図書館についてもご意見いただいたところ

で、こちらを抜きにまとめるのも困難かと思い、掲載させていただきました。 

 33 ページ以降は資料編といたしまして、新宿区立図書館の取り組みについて紹介させて

いただいております。33 ページでは、国内の主なニュースと一緒に区立図書館での取り組

みを記載したことで、この時期にはこういうことがあったのが分かるような書き方にした
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つもりです。 

 次の(2)はまだ空欄なんですけども、今、各種資料と整合性を確認しているところですが、

各図書館で取り組んだ新型コロナウイルス感染症対策を、ハード面とソフト面の視点から

まとめたものを記載していく予定です。こちらを全図書館分掲載し、ほかに 4ページぐらい

資料を追加するつもりです。 

 35 ページからは、子ども読書活動全般における取り組みについて記載しております。こ

の後、こども図書館長から、説明させていただこうと思っております。こども図書館長、お

願いします。 

 

こども図書館長 子ども読書活動の全般における取り組みということで、ご説明をさせて

いただきます。 

 令和 2年度の子ども読書活動については、共通取り組み事項が四つございます。①新型コ

ロナウイルス感染症対策の徹底についてです。こちらは安心安全な図書館ということで、イ

ベントを行う際などには、特に対策を講じた上で 8 月頃から小規模イベントを施行しまし

て、10月以降、お話会やイベントを行ってきたところでございます。 

 また、今年の 4月中旬より利用者用の資料除菌機を全館で設置しています。中央図書館に

おいても、1階玄関口にありますので、お帰りの際はご覧になっていただきたいと思います。 

 ただ、国の緊急事態宣言が再度発出ということで、現在はお話会やイベントは原則休止と

させていただいている状況です。今後、対策を十分に講じて、イベント、お話会なども進め

ていきたいと考えております。 

 次に②新宿区立図書館を利用した調べる学習コンクールについてです。（ア）地域コンク

ール参加校、応募数の推移をご覧ください。令和元年度と令和 2年度の実績でございます。

これを見ますと、参加校数については、令和元年度は 40校でしたが、令和 2年度は 38校と

いうことで、校数は変わらなかったんですけれども、学校の休校や図書館の休館がございま

したので、出品数は令和元年度の 2,642 点に比べまして、令和元年度は 1,239 点というこ

とで、約半数程度の出品となりました。 

 ただ、中身を見てみますと、(E)表彰作品数の推移というところをご覧ください。令和元

年度と令和 2年度を比べますと、出品数自体は前年度比で半数程度になっておりますが、全

国コンクールの内容としては最高賞の文部科学大臣賞が 1点ありました。また、優良賞が前

年度 2 点のところが 4 点、奨励賞も遜色ないということで、質の高い作品が集まったと思

います。子どもたちが非常に調べ学習に興味を持って参加してくれまして、審査委員からは、

自由研究の時間が確保できない中で、子どもたちの頑張りにエールを送りたいというよう

な講評も寄せられたところでございます。 

 続いて 36ページをご覧ください。③絵本で触れ合う子育て支援事業についてです。この

事業の内容は、(ア)(イ)にありますように、0歳児、3歳児向けの乳幼児健診、これは保健

センターで行うものですが、その際に絵本を配布し、また、ボランティアが対面でお話会を
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行うということで、ご家庭での読み聞かせの普及を図り、幼い頃から読書習慣を養っていた

だくことを目標とした事業です。 

 実績につきましては、（ア）のとおり絵本の配布は通年で行えましたが、読み聞かせにつ

いては、（イ）にありますように、乳幼児健診の実施方法が変わった影響を受けました。コ

ロナで乳幼児健診の時間短縮ということがございまして、従来、健診会場で行っていた読み

聞かせができなくなりました。これに加え、各保健センターはコロナのワクチン接種なども

行っており、再開が難しい状況です。代替策として、読み聞かせや家庭読書の大切さを訴え

るポスターを各センターに掲示して周知を図っています。 

 続いて④新型コロナウイルス感染症対策下における子ども読書活動の展望です。こちら

は令和 2 年度のコロナ禍での子ども読書活動の状況および実績的なものでございまして、

令和 3年度、これからの目標となるものを加えています。 

 在宅勤務が普及したせいか、平日に多くの親子、特にお父さん連れの方が多くなりました。

今までお母さんと子どもが来る例が多かったんですが、リモートで在宅ということで、お父

さん連れの方が多くなったというようなことが、現在もございます。 

 また、乳幼児や小学生向けのイベントその他については、人数制限を行っている影響もあ

りまして、満員になることが増えました。特に子ども読書リーダーについては、子どもたち

が読書活動の主体となって、お互いに好きな本を広め合ったりする催しですけど、ポップを

今年度展示したところ、お子さんが、この本はこんなところが面白い、ぜひこういうところ

を読んでほしいというのを、きれいにまとめてくれて、多くの貸し出しがありました。 

 読み聞かせ講習会やサポーター講習会については、読み聞かせの支え手となる方の人材

育成を図っています。従来は読み聞かせ団体や学校の読み聞かせボランティアの参加が多

かったのですが、令和 2年度につきましては、初めて参加する、今後読み聞かせをしてみた

いという方など、新たな参加者層がありました。今後はそういった方も視野に入れていきた

いと思っております。以上、令和 2年度の状況でございます。 

 今後の目標についてですが、中・高生向けイベントがあります。今まで広報としては館内

のチラシ配布等を行っていましたが、今回は区の Twitter での周知も試してみたところで

す。ただ、中・高生で区役所の Twitterを登録してる方はなかなか少ないということで、今

後は学校の先生がたや図書クラブと事前によく企画、構想を練りまして、初めて参加したい

という方が増えるよう、検討していきたいと思っております。 

 二つ目としましては、新しい日常の影響によりまして家庭で過ごす時間が長くなりまし

た。これを好機といいますか、この機会を生かして、さまざまな本との出合いの場を整え、

成長段階に応じた読書支援を行い、子どもの読書習慣の醸成を図っていきたいと考えてお

ります。 

 資料には新しい日常に対応したお話会の例として、写真を付けました。今までこども図書

館では人数制限を行わず、毎日、その日に来た子どもたちに対しお話会を行っていたのです

が、今後は週 3回に限定することとなります。その場で誰でも参加ではなく、当日事前申し
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込みをしていただいて、定員を超えた場合は抽選制です。また、席の配置や換気などにつき

ましても、感染症対策を十分に図って行っていきたいと考えています。この 4点が、昨年度

の子ども読書活動全般の状況でございます。 

 では、37 ページをご覧ください。各図書館で実際どのような取り組みを行ったかという

ことが掲載されています。 

 発達段階に応じた取り組みとして、乳幼児向けは黄色。それから、小学生は青、中・高校

生は灰色に色分けをしています。他に障害のある子どもや外国語を母語とする子どもへの

支援については緑色としていますので、各館の色を見て比較していただければと思います。 

 三つほどご紹介したい事業がございまして、まず、中央・こども図書館については、中・

高校生向けのイベントを初めて行いました。ホームページの作り方講座ですが、ホームペー

ジを実際にパソコンで作成するのではなく、どのように物事を組み立てて広報したらいい

かというような考え方を、中高生等に考えていただくような取り組みをしました。 

 鶴巻図書館では中・高校生を対象として、本の帯デザインを募集しました。ポップの作成

を行うところは多いのですが、今回は帯のデザインコンテストを行いました。 

 中町図書館の中・高校生の欄をご覧ください。近隣の中学生、また学校図書館とも連携し

て、中学生のお薦め本というものを毎年冊子として作っていただいてます。中学生も作成を

楽しみにして、自分たちの読みたい本を冊子にまとめておりまして、これが年 1回、今年は

第 6年目ということで、今後の中・高生向けイベントの一つの方向になるのかなと思ってい

るところでございます。 

 最後に、四谷図書館の欄をご覧ください。その他というところに、読書通帳の配布が通年

とありますけども、家庭読書の醸成ということで、家庭での読書習慣の醸成というのは大き

な第 5次計画の柱になってるんですけれども、その一つとして、四谷図書館では読書通帳の

配布をしているというような取り組みがございます。 

 いずれの事業も時期を年度後半に移したり、内容を変えたりして、各館それぞれ工夫を凝

らし、令和 2年度の子ども読書活動を推進しました。長くなりまして申し訳ございません。

よろしくお願いいたします。 

 

会長 ありがとうございます。それでは、今日の議論に移りたいと思いますけれども、まず、

この資料の運営協議会の意見というところを皆さんにご確認いただいて、これを質疑応答、

あるいはさらなるご意見をいただきたいと思いますけれども、どなたか、どなたでも結構で

すので、ご発言いただけますでしょうか。こちらからは全体が見えにくいので、もし挙手の

方があれば事務局から指名いただければと思います。 

 

委員 これ、どうやって意見を言えばいいのでしょうか。ミュートにしろと最初に言われて

るから、途中で発言できないわけですよね。今も申し訳ないけど、丁寧に説明してくださる

のはいいんですけれども、長過ぎると思いますね。40分も事務局側が説明して、会議の 2時
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間の 4 分の 1 以上議論できないわけですよね。途中でそれを申し上げようにも途中で意見

を挟めないわけで、少なくともこれは前半と後半を分けるかして、もう少し説明の時間を細

かくして、途中でわれわれが議論ができるようにしていただいたほうが、活性化すると思い

ますね。 

 本当は前半の図書館サービスのこともいろいろ申し上げたいんですが、私(3)の電子図書

館サービスの導入の所に、種々雑多なものが全部入れられてしまっていると思いますね。こ

のうち電子図書館と言えるのは、一番上の段落のことだけだと思います。2番目は障害者の

ための資料のデジタル化の話であって、これを電子図書館というふうに呼んで、通常のサー

ビスと区別することには、私は違和感があります。なぜなら、これは障害を持ったかたがた

に対してバリアフリーでサービスするためのものであって、電子図書館といったものとは

別だと思うからです。たまたまこれはデジタル化の技術を使うんですよね。 

 それから、もっと違和感があるのは 3番目の著作権法改正です。これは、通常の複写サー

ビスを図書館でやるのに対して、それを自宅にいながら複写サービスが受けられるという

ものであって、これは電子図書館とは全く別のものです。それがここに入っているのは、本

当におかしいと思います。 

 特に、令和 4年 1月以降に開始というのは、何を根拠におっしゃってるんですかね。併せ

ていただいた資料の 1 の①、これの対象は国会図書館です。それから 2 番は放送番組でし

て、これは放送局の話です。新宿の図書館にとって関係あるのは、今回の改正の 1の②なん

ですよね。これは公布日から 2年を超えない範囲で政令で定める日となっていて、しかもこ

れは補償金を払わなくちゃいけない制度ですよ。まだ補償金制度は議論が始まってもいな

いし、どういう形で決着するかも見えないので、令和 4 年 1 月以降に開始される予定とい

うのは、何を根拠にお書きになったのかを確認したい。 

 これは、端的に言うと、通常、図書館にいて、利用者の方がコピーサービスを受けるわけ

ですよね。そのコピーサービスが、自宅にいながら、あるいは職場に対しても、メール添付

で送信ができるようになる。ただし、その場合にお金をどうやって支払うかが問題なんです

から。特に著作権者、つまり出版社とか書き手のかたがたには、ちゃんと補償金を払えと。

補償金制度を今回の著作権法は認めたわけなので、その補償金をどうするか、これからルー

ル作りが始まるわけなので、とうてい来年の 1 月には間に合わないというふうに思ってま

す。 

 いずれにしても、電子図書館と一口にくくるには、ちょっと異質なものを含んでいるので

はないかというのが、大変気になります。以上です。 

 

会長 ありがとうございます。今のご意見については私も同じ考え方ですけども、電子図書

館サービスというところの議論は、確かにこの会で行われましたので、そこはいいと思いま

す。また、バリアフリーについては、その議論の中で、例えば電子書籍をこういうバリアフ

リー環境として利用できないかという意見はあったと思います。電子図書には読み上げ機
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能というものもありますので、それは可能かもしれないですけど、項目として一緒にするこ

とに違和感があるのは確かだと思います。 

 3段落目の著作権法の部分は、まだ改正が行われたばかりで、何も決まっていないし、実

際に国会図書館が来年の 4 月 1 日を目途に運用するようになると思うのですけども、一般

の公共図書館は全くまだ分からないと。特に出版界でどのような反応が出るかということ

があるのですが、出版関連について、ここはどんな展望なのか教えていただけますでしょう

か。 

 

委員 改正著作権法に関しては、具体的にどのような運用になるかというところは、まだま

だ課題が多くて、具体的な見通しというのが難しいところです。もちろん、出版界としても

本が売れなくなるから何でも反対するとかそういう姿勢ではなくて、既に入手が不可能な

ものと、そうじゃないものとで分けて考える必要があるんですけども、特にこちらの区立図

書館で中心に考えることは、今まで図書館に足を運んで紙のコピーを取っていたものが、利

用者が自宅にいながら、あるいは職場にいながら、メール等で内容を添付でもらえるように

なると。それは、一定の範囲では非常にいいサービスではあるけども、著作者、あるいは出

版社への配慮もお願いしますということでこの補償金制度というものを付けていただいて、

ただ、この補償金制度がまだ全然、形が見えていませんので、現時点で議論が止まっている

というか、これからというのが現状だというふうに認識しております。 

 

会長 ありがとうございます。今、著作権法改正の所の議論なんですけども、これが今後、

補償金の問題とか、さまざままだクリアしなきゃいけない問題たくさんあるんですけども、

それについて何か動向を、情報をいただければと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

 

委員 もう一度、質問がちょっと今、聞こえづらいです。 

 

会長 では後でまたお願いします。 

 

委員 よろしいですか。先ほど言われましたけど、まずは国会図書館が現在無許諾で行って

いる絶版等のものですね。これらは、比較的、補償金の支払いの問題が免除されるというか、

もともと絶版で入手ができないものなので、既に国会図書館が全国の図書館向けに送信サ

ービスを数年前から始めていたわけですよね。同じような絶版等の資料については、今後、

公立図書館から利用者の元に送ることについては了解が得やすいと思います。問題は、現在

でも市場で入手可能なものですよね。それらはなかなか補償金抜きでサービスすることは

難しいように思います。 

 だから、まずは絶版等で市場では出回ってない、そういうものについて、利用者の元に送

るということを考えるべきだと思いますね。ただ、利用者のほうの受信態勢も整ってないと
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これはできないわけなので、ルール作りというのにどうしても時間がかかるし、新宿区の図

書館だけが先行してやれるんだったら、私はぜひやっていただければいいと思うけども、周

辺の状況なり、協議の進み具合によって、徐々に始められていくだろうと思いますので、数

年はかかってしまうと思います。 

 電子図書館サービスについては、全国の図書館に今、電子図書館サービスを入れたほうが

コロナの時代にいいですよということで、盛んに売り込みがあるんだろうと思いますが、そ

のことと、電子複写サービスについてはちょっと次元が違うっていうのかな。分けて考えて

いくべきだろうと思います。以上です。 

 

会長 ありがとうございます。では、他の委員、いかがでしょうか。他の点でも結構です。 

例えば、今、子ども読書活動のことは先ほど詳しく説明していただいたんですけれども、例

えば地域住民の交流拠点とか、これについてもちょっと進んでるようなので、教えていただ

ければと。 

 

事務局 地域住民の交流拠点については、今、校庭にパパイアの木を植えたクローバーエリ

アと、菜園のエリアが誕生しています。本来は 5月 16日に苗植え体験を子どもたちと一緒

にする予定だったんですけれども、コロナで中止になってしまったんですね。リトライとい

うことで、7 月 18 日の日曜日に、子ども向けにお話会などをクローバーエリアで体験して

もらったり、菜園の案内ツアーなどのイベントを考えているところです。菜園も、ナスとか

キュウリとかトウモロコシ、エダマメなどなど、10 種類ぐらい植えて、ちょっと楽しい雰

囲気になっています。 

 

会長 ありがとうございます。前回、前々回はまだボランティアが集まってというところだ

ったかと思いますが、随分、その後に活動が進んでるようでありますので、この運営協議会

の委員の方も見学していただければと思います。 

 それでは他についていかがでしょうか。例えば広報の話題などもありますけれども、気が

付いた点ありましたら。電子図書館の点でも結構でございますけども。 

 

委員 報告の部分については全体にきれいにまとめていただいていて、図書館のそもそも

の存在意義についていくつか触れていて、区民にやさしい知の拠点ということや地域住民

の交流の拠点ということなど、これらは、そもそも図書館はなぜ必要なんでしょうというこ

との大事な要素だと思うんですけども、もう一つあるとしたら、学びや発見の機会ですよね。

まさにそういう場を提供するという大事な機能が図書館にはあると思うんですけれども、

大きな柱の一つとして加えてもいいのかなと思いました。 

 また、先ほど、バリアフリーの関連で、電子書籍の部分にはなじまないんじゃないかとい

うご意見があったと思うんですけども、例えば、もし学び、発見の機会を提供するという図
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書館のそういう柱をもう一つここに追加してもらうとすると、バリアフリー、要は幼児から

大人まで、あるいはいろんな障害を持つ方も含めて、図書館というのはまさに場として存在

して、そこで学びとか発見とかの場を提供する。その一つとして、いろんな障害がある方へ

のサービス提供という書き方もできるのかなと。ここには書かれてない柱の一つとして、学

び、発見の機会を提供するというのがあってもいいのではと思いました。 

 コロナの状況の後ですが、これは電子書籍ではなく紙の本の話ですけれども、引き続き蔵

書の充実だとか、全体にサービス計画も企画とかイベントを中心とした記述になってると

思うんですけども、それに加えて、そもそももっと閲覧席があったほうがいいんじゃないか

というような議論も当初あったと思います。集客の工夫に加えて、いろんな世代の人、いろ

んな状況に置かれてる人が、図書館に来ていただけるような工夫を引き続き行っていただ

ければと思います。以上です。ありがとうございました。 

 

会長 貴重な意見ありがとうございました。今の学びの場を提供する機会をもっと増やす

ということでありますけど、これは図書館側ではいかがでしょうか。今、この項目にはない

部分ですけども、新しく項目を増やしたらどうかということで、視覚障害者、あるいは読書

バリアフリーの問題をここで入れたらどうかということになるんですけども、ご意見お願

いします。 

 

中央図書館長 中央図書館長でございます。貴重なご提言をいただきました。学び発見の場、

あるいは機会の提供というのは、図書館の重要な機能だと思っております。これは必ずしも

子どもだけではなくて、大人であっても同じものだと思います。ここの柱として立てられる

かどうかについては、事務局と整理をしたいと思いますが、例えば環境の変化ということで

申し上げますと、小学生、中学生にはタブレットが全員に貸与されたというような新しい動

きもありますし、そういったものについては、例えば子ども読書活動、そういったものにも

影響を与えてきます。 

 具体例で申し上げますと、先ほどこども図書館長から説明がありました、調べる学習コン

クールなどでも、調べという部分で活用は可能なのかなと思っております。ただ、ちょっと

懸念しているのが、安易にインターネットの情報に頼ってしまって、それを成果としてまと

めるということではなくて、図書館としては、1次資料として図書館に来館いただいて、き

ちんと学ぶ、調べる、それで発見をしてもらうということが必要だと思っておりますので、

先ほどの学び発見の機会という部分について、整理が可能かどうか、あらためて検討をさせ

ていただければと思います。以上でございます。 

 

会長 ありがとうございます。委員から手が挙がってます。どうぞ。 

 

委員 いいですか。ここの議論をするときに、ちょっと大事な点について確認です。この 29
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ページの所は、図書館運営協議会の意見等となっていて、わざわざサブタイトルで、新型コ

ロナウイルス感染症対策下における区立図書館のあり方について、ということなんでしょ

う。新型コロナウイルス感染症対策下における区立図書館のあり方で、(1)から(5)までが出

てきているんですよね。 

 今言われた学びの場とか発見の場というのは、新型コロナウイルス感染症対策下に関係

なくて、既に新宿区立図書館基本方針の中で区民にやさしい知の拠点というのは 2016年に

言われてたことなんですよね。それを言うのであれば、いっぱい個別に出てきますよ。これ。

入り切らないくらいに。でも、それはもう基本方針に書かれてるんだから、今回は新型コロ

ナウイルス感染症対策下で、わざわざこの(1)から(5)を抜き出したんだというふうに私は

理解してました。だから、あえて学びの場だとか発見の場ということを言う必要があるのか

どうか。 

 最初に言ったように、これは新型コロナウイルス感染対策下なんだから、逆に今のバリア

フリー、障害者に対する配慮はコロナ感染があろうがなかろうが、これはやらなくちゃいけ

ない。それから、著作権法改正で、利用者の自宅に直接メール送信するというのも、これも

コロナ感染だからできるのではなくて、これは、アフターコロナだって当然やるわけですよ。

だから、コロナ感染下での区立図書館のあり方と、そうではない一般的な図書館のあり方が、

議論の中で混在してしまっているのが大変気になります。だから、私はあえて、もっといろ

んなことがありますよということは言わなかった。バリアフリーはとにかくコロナ感染と

は関係なしに、これは進めていくべきですよ。障害者に対する対応というのは。 

 むしろ一番気になるのは、おわりにの所で、新中央図書館建設のことがやっと出てくるん

ですよね。でも、これはコロナ感染症対策下だから、新中央図書館のことは、別にこれはコ

ロナ感染と関係ないから、おわりにに持っていったんだから、これは一応、納得したわけで

すよ。そうではなくて、もっと言っておくべきこととして、柱を立てるという議論になるん

でしたら、私は新中央図書館のことは新しい柱に立てるぐらい、かなり大きな話だとは思っ

てますよ。 

 でも、今取り上げてる議論の場は、あくまでサブタイトルにあるように、新型コロナウイ

ルス感染症対策下の図書館のあり方なんで、こういう区分でいいのかなと。だけども、バリ

アフリーや著作権法改正の所は、直接コロナ感染とは関係ないので違和感があるというふ

うに申し上げたまでです。以上です。ちょっと全体の枠組みについて確認していただいたほ

うがよろしいかと思います。 

 

会長 ありがとうございます。今回、この新型コロナウイルス下の問題なんですけど、その

中での意見がいろいろ出まして、学習の場の問題も確かに意見は出ておりました。ですから、

それをどう取り入れるかということへの対応を考えたいなと思ったわけであります。 

 コロナウイルス下であっても、こういうふうなサービスは行うんだというような、そうい

う立場からのご意見だったと思いますので、それをご理解いただけますでしょうか。 
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 では、他にいかがでしょうか。議論として、私としては、先ほどの著作権法改正の問題に

ついては、例えば新中央図書館の次ぐらいの最後の部分にしておくとか。電子図書館サービ

スの中に入れるのは違和感があるなというふうに、私も思っておりますけれども、いかがで

しょうか。 

 

委員 私はそれで結構です。 

 

会長 他の委員の方はいかがでしょうか。今、図書館側としては、今後の予算申請、令和 5

年度辺りの予算申請に備えて入れておきたいという意向だということを伺ってますけども、

もしどうしても入れるということであれば、おわりにの一番最後に追加するというところ

でいいのではないかと思います。全く入れないと、電子複写サービスについて次に議論をす

るときに、どこかから突然出てきたみたいな話になってしまうかもしれませんので。予算の

問題もあるということなので、今後のこととして残しておくのも一つだと思いますから、一

番最後にということでいかがでしょうか。図書館ではいかがでしょうか。 

 

中央図書館長 著作権法の改正の部分につきましては、図書館にとりましても非常に大き

な課題となってくる可能性がありますので、どこかでは触れておきたいという思いがあり

ました。電子図書館サービスに置くということに違和感があるということで、おわりにとい

うことであっても、そういうまとめ方で再整理をさせていただくことは可能かと思います

ので、そういったことで、少し事務局と検討していきたいと思います。 

 それから、学び発見の場の部分でご指摘をいただいておりますが、この部分につきまして、

前回の議論の中で、例えば、図書館が休館している間も docodemo図書室という電子コンテ

ンツサービスを提供したり、そういったものもご紹介させていただいておりますので、必ず

しも関係ないということではなくて、この感染下での図書館サービスのあり方という一連

の中でご説明できる部分かと思っております。以上でございます。 

 

会長 では、今、議論の方向として、このようにまとまったと思いますので、他にまだご意

見ある方ありましたら。 

 

委員 私は委員になって活動したのが今年初めてなので、ずっと先生がたのお話を拝聴し

ておりました。この 1年間コロナということで、一番中心に話し合われたところが(3)の電

子図書館サービスの導入についてだと記憶しております。先ほどもご指摘があったようで

すけど、電子サービス、千代田区とか港区がやってるということで、私は第 1区で新宿遅い

んだねとは思ったんですけれども、いろいろお話伺ってる中で、電子サービスの難しさ、予

算的にも現実的にはなかなか難しいというお話を伺いました。 

 (3)の中で、先ほどご指摘があったんですけども、ハンディキャップのある方たちへのデ
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ジタルサービス、お年寄りなど図書館まで足を運ばれない方の問題と、普通の電子サービス

の話。この二つは別の話だということを、この 1年間で随分たくさんお話を伺ったと思いま

す。でも、結果的にまとめが(3)の中でこのように一緒になっていると、非常に混乱をして

しまうので、できればこれはきちんと分けていただきたい。電子という言葉で惑わされてし

まうんですけれども、これは同じ区分ではなく、サービスとして分けていただいたほうがい

いなと実感しております。 

 どんどん委員も変わりますので、このように書かれると、電子図書サービスということで

また一から話を持っていかなければならなくなります。ですからこの二つは、どうにか種類

が違うということをまとめていただきたいなと思いました。 

 それと、タイミングなので、ついでにお話をさせていただきたいんですけれども、私はこ

の戸山中学校が母校でして、ずっと新宿で育っております。私の子どもも今、高校と大学に

なりましたが、2人ともずっと新宿で生まれ育っております。私が中学のときは、今はなく

なりましたけれども、新宿区立中央図書館というちゃんとした立派な施設がございまして、

閲覧室を使って勉強しておりました。私の娘たちは、一度もそういうきちんとした閲覧室を

使ったことがなく、ここのしょぼいところしか使ったことがございません。 

 図書館協議会の委員をお引き受けしたとき、前任の方から新図書館建設の話を主にやる

んだと聞いておりました。でも一度も話が出ませんので、どうしたことかと思いながらも、

1年目ですのでずっと耳を傾けていました。前回初めて新図書館について触れていただいて、

本当そのとおりで、区民として残念でなりません。細かいことを申し上げるようですが、終

わりにおまけのように書くのではなく、協議委員として、新宿区民として、新中央図書館の

ことは常に一番最初に持ってきたい。 

 今回はコロナ禍における区立図書館のあり方となってしまっているので、入り込む余地

がない。でも、どうにか入れたいです。区民は、図書館協議会は何をしているところなのか

といえば、新図書館建設の検討をしていると思いますよ。一言も出ないというのはどういう

ことかと。冗談じゃない。このまま私の子どもたちは、この今の中央図書館しか知らないで、

新宿を出ていくことになるんだろうなと思うと、悔しくてしょうがないです。 

 せめておわりにの前に、コロナ禍の先の図書館とか、ちゃんと一つ項目を出して、新図書

館建設に向けた前向きな話し合いということを、きちんと入れていただきたいと思います。 

 初めて委員になり、図書館という場所にまつわるいろんな話を伺えて、とてもよかったで

す。毎回楽しみに伺っておりました。資料については、会議のかなり前に自宅のほうに届け

ていただいております。目も通しておりますので、説明のときに全部を読み上げていただか

なくても結構ですので、どうぞ議論のほうを優先させていただけるような協議会になって

いただきたいなと。恐らく、区民全員が一体いつ、新中央図書館の工事は始まるんだと思っ

ています。ありがとうございました。長くなってすみません。 

 

会長 ありがとうございます。大変、強いご意見で、新中央図書館については、この運営協
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議会の意義として、みんなこれを思っているんですけども、新宿区のほうはなかなか進めな

いという、そういうことでずっとこれまで、本当に 10年ぐらいこの問題は常に出てきてた

わけでありますけども、本当に強いご意見、大変ありがとうございます。 

 今、この新中央図書館の問題を、もうちょっと項目を立てたほうがよいというご意見があ

りました。他の委員の方も賛同していただけると思いますけども、図書館側は、これについ

てはどういうふうに対応できるものでしょうか。その辺を、中央図書館長から、これについ

てコメントいただけますでしょうか。 

 

中央図書館長 新中央図書館に対する期待、熱い思いというのを、本日も聞かせていただき

ましたし、3月の協議会の場でも期待の声をいただいておりました。図書館としても、当然

ながら造る以上はいい図書館にしていきたいという思いは同じでございます。一方で、区全

体として見たときに、現状ではオリンピック、パラリンピックのその後の経済状況を見据え

るという部分が、なかなか見通しがつかなくなってきていること、あるいは、その他の行政

需要。これは、図書館に比べて高いとかそういう議論ではないんですけども、即座に対応し

なければいけないというような、建て替え事業も生じているという中で、なかなか次のステ

ップに踏み込めていけないという状態になっております。 

 まとめとしましては、今期の図書館運営協議会につきましては、新中央図書館を議論いた

だくという形ではございませんでしたが、今回、巻末にまとめというところで入れさせてい

ただいております。前回の議事録につきましても、当然ながら図書館側から総合政策部の新

中央図書館を含めた政策判断の部署には情報提供、議事録を含めまして提供しておりまし

て、区民の委員、あるいは協議会の委員からこういう強い声が出てますよっていうのは、お

示しをして、できるだけ早期に踏み込めるようにしていくのがわれわれの役目ではないで

しょうかという話は、させていただいているところでございます。 

 残念ながら、現時点ではというところなんですけども、本日もお声をいただいておりまし

て、そのことについては、あらためてまた総合政策部とも情報提供しながら、今後の進め方

について協議をしていくということになろうかと思います。 

 

会長 ありがとうございます。運営協議会の意見というところでの、項目立てではいかがで

しょうか。区の対応というよりかですけど。 

 

委員 すみません。もう 10年なんです。もう 10年なんですよ。予算がないというのは常套

手段で、分かってます。今、コロナ禍でお金がないのも分かっています。小・中学校の施設

が老朽化しているのも分かっています。住人ですからね。区民ですから。 

 ですけど、だからといって 10年も据え置きの図書館の話を終わりに持ってきて、図書館

長さんは、図書館造られたくないんですか。造るっていう意思はちゃんと項目に立てないと

いけないんですよ。でないと、ああ、遠慮してるなとか、次でいいんだなって思われちゃう
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んですよね。でも、図書館って、全員が使うんですよ。区民全員が。知の拠点であり、コロ

ナ禍でずっと我慢してた子どもたちが次の段階に行くときに、とても重要な場所になるん

です。大人も子どもも。 

 だから、予算のことを考えるのも結構ですけど、そんなことをおもんぱかる必要はなくて、

予算の配分は勝ち取っていくものですから、おわりにの中のごちゃごちゃではなくて、もう

散々我慢してきたんだぞということで、私は一区民ですので申し上げられるんですけども、

きちんと協議会としてもコロナの先の図書館、もしくはもっと様々な項目があると思いま

すけれども、おわりにのついでではない状態で書いていただきたい。議事録というのは非常

に大事だと思っています。こんな意見もありましたよではなくて、こういう意見があります

と、しっかりとした提言として表現をしていただきたいと思っています。 

 

委員 今、ご発言があった、新中央図書館のことをもっと明記すべきだというご意見、大変

勇気づけられました。私も当然そう思っていましたけれども、この図書館運営協議会の意見

が、先ほど指摘したように、新型コロナウイルス感染症対策下だっていう限定があったもの

だから、私はこのおわりにでもいいんじゃないかというふうに、むしろトーンダウンしたん

です。 

 でも、今の発言を聞いて、私は、例えば電子図書館にしても、それから、子ども読書活動

の推進。ここでも先ほど GIGAスクール構想を文科省が打ち出して、タブレット端末を生徒

1 人に 1 台ずつ持たせるとか、それから広報の工夫にしても、これは新しいテクノロジー、

技術を生かして、こういうものの受け皿になるような、新しい施設が必要なんですよ。それ

が今の中央図書館や既存の地域図書館では十分に実現できない。 

 この新型コロナウイルス感染症対策下における図書館のあり方が、（1）から（5）まであ

りますが、さらには、最近の著作権法改正の動向も踏まえて、これらの受け皿になるような

新しい新中央図書館を早急に建設するべきだというふうなことを、私はおわりにの前、新た

に 3 番を起こして、前の 2 つで言ったことを受け皿として実現させるためには、新中央図

書館の一日も早い開館が必要だというようなことをうたったらどうでしょうか。そしてお

わりには 4番になるという構成も考えられるということを提案したいと思います。 

 最初のほうに新中央図書館のことを持ってくるのは、この意見の趣旨からすると違うの

かもしれないので、2番で言った提案を実現させるためには、新中央図書館の建設が必要だ

というような展開も考えられるのではないかと思います。一応、意見として申し上げます。 

 

会長 貴重な意見ありがとうございました。私も、このおわりにの前に、もう一つ項目をち

ゃんと立て、今のコロナのときのいろんな問題を解決するための策として一つ入れるとい

うことに賛同し、提案したいと思います。図書館側で工夫をしていただけますでしょうか。

実際にどのような文章になるか、皆さまがたにお示しできるか分かりませんけれども、そう

いうふうにしていただければ、この協議会の意見の集約ということになると思いますので、
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よろしくお願いいたします。 

 

事務局 この点については、こちらのほうでも工夫させていただきます。 

 

委員 前回コロナの関係で欠席させていただきましたけども、この協議会は、さまざまな意

見のある委員のかたがた、そして先生がたのさまざまな知見の中で進められてることを、新

宿区の会として、位置付けがすばらしいなと私は思っています。 

 私は(4)の子ども読書活動の推進ということも絡めて、意見を述べたいと思いますけれど

も、まず、今 GIGAスクール構想ということで、本校にも 4月の終わりに全児童にタブレッ

ト端末が配布されました。1 年生も、最初はログイン、ログアウトから始まりまして、今、

どこまで進んでるかというと、『まなびポケット』というアプリのスカイメニューというと

ころから、必要な情報を手に入れることができるようになりました。 

 昨日見学した授業では、1年生の国語の教科書に載っていることで、担任が用意したテー

マから、例えば鳥のくちばし、いろいろなくちばしがあるんだけども、アプリから拡大した

り縮小したりしながら特徴を見つけて、それを発表し合うというようなことをしていまし

た。 

 同時に、タブレット端末だけではなくて、実際の本も必要だということで、新宿区は学校

図書館支援員さんというのを付けていただいてますので、くちばしに関する書籍を選書し

ていただいて、ラックの中に本を入れて、教室に持ってきていただいておりました。子ども

たちは、ただタブレットを見て学ぶだけではなくて、そのラックの中の本をしっかりと読ん

で、また比べたりして学習していく。タブレット端末は一つの文房具として活用していく、

これが新宿区の方向性なんですけども、これからは本とタブレット端末の両方で学習して

いくのが現状です。 

 1年生は、さすが新宿区の 1年生だなと思うんですけど、優しく教え合ったり、こんなふ

うにするんだよと嫌みなく子どもたちが学び合っている姿勢もありますし、これからもっ

と多くの可能性が、この GIGAスクールの端末には秘められてるのかなと思っているところ

です。 

 それで、ぜひこの推進の項目の中で入れてもらいたいのは、乳幼児のことを書いていただ

いてますけれども、ぜひコロナ禍だからこそ、子どもたちに向けて今、区立図書館で事業を

またさまざまなことに注意していただきながら、展開していただき始めてるんじゃないか

なと思います。ぜひ閉めないでいただいて、子どもたちが区立図書館、学校図書館に魅力を

感じるかどうかは、まずその図書館のさまざまな魅力ある事業、これ、広報活動もですね。

ぜひ子どもたちが興味関心をそそるような、広報についてはぜひ、ご尽力いただきたいと思

うんですけども、子どもたちが行ってみたいな、区立図書館でこんなことやってるんだ。そ

こで本と出合う、その喜びを感じるところであってほしい。 

 今までは学校図書館も居場所となり得ていなかった現状がありました。でも、今、外遊び
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がなかなかできなくなりまして、学校図書館も行きたいときにすぐに行けるわけではない。

密を作らないために学級限定して、ローテーションで学校図書館使わざるを得ない。そんな

工夫をしております。ですが、子どもたちがそこで、支援員さんから本についての紹介をし

てもらったり、図書館に関わることでまた本の魅力を知るという。外で遊べなくなった分、

図書館で本と出合う割合というのは、私は増えているんじゃないかなと思っています。 

 ですので、電子的なサービスもさまざまに出てくると思いますけども、学校図書館の魅力、

それから区立図書館の魅力をぜひ、コロナ禍だからといって事業を丸ごと中止ということ

ではなくて、できるような環境をつくっていただいて、おおいに発信していただく。小中高

校生、発達段階に応じて、さまざまな取り組みをしていただきたいというのが、お願いにな

ります。以上です。 

 

会長 ありがとうございます。主に子ども読書推進計画の関係でのご発言でしたけど、あま

り小学生の話が出てこないので、もう少し何とか充実していただければと思います。ありが

とうございました。 

 それでは、時間も押しておりますので、今、運営協議会の意見についてはこれで皆さまが

たの意見を集約できると思いますのでこれで終了させていただきたいと思います。よろし

いでしょうか。どうしてもまだ一つっていうことがあれば、何か。 

 

委員 先ほどはありがとうございました。流れるようになってしまったので心配で、最初に

言っていた電子図書サービスの導入という所のまとめがちょっとごちゃごちゃしているの

で、一番下の法令改正については終わりに持ってきたと。私が気にしていた前半の図書館サ

ービスの件ということと、後半の資料のデジタル化ですね。これを分けていただきたいと思

っているんですが、その際、私の知識の浅いのですが、(3)電子図書館サービスの導入とい

うのが一つ立つとしたら、(4)で資料のデジタル化というのは、これは分けて立てることが

できるものでしょうか。子ども読書活動の推進は(5)になると。常に、ここ 1年間で電子図

書サービスの話題でこの二つが混在して討論されてるのがとてもわかりにくく、また来年、

再来年も同じことになると時間の無駄ですので、できればこれは二つに分けたら、いかがな

んでしょうかね。そういうのはおかしいんですかね。 

 

会長 今のご意見ですけど、デジタル化したものをどのように提供するかという部分にな

ると、電子図書館で入れることもできるんですね。ですから、電子図書館をどう運用するか

という問題も関わってきますので、これを分けて書いたほうが合理的なのか、それともどう

いう提供するかを考えたときには、一括して全部が電子図書館サービスという中で運用す

るかで難しいと思います。サービスとしては両方できるはずです。実施しているところもあ

りますので。 
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委員 会長が言われるように両方分けることもできますが、上の部分の電子図書館は正確

に言えば電子書籍の導入ですよね。 

 

会長 いや、電子図書館サービスの導入でいいと思います。書籍だけでなく雑誌もあります

し。それから、例えば新宿区の広報だって入れられますので、もっといろんなことができる

はずです。 

 

委員 分かりました。電子図書館のサービスと、その次の障害を理由とするは、少なくとも

利用対象は、一部重なりますけども、基本的には違う利用者層を対象にしてるんだというこ

とですね。電子図書館サービスは広く区民全体ですよ。だけども、このバリアフリーのほう

は、比較的にですよ。ハンディキャップを負った方を対象にしてるという意味では違う。だ

けども、大きなくくりで言えば、いずれもデジタル化資料のサービスなんですよね。 

 そこは、先ほど発言があった方のように、分けて考えることもできるし、基本的には私も

費用やシステムの構築の仕方が違ってくるので分けて考えるべきだと思いますが、大きな

くくりで一緒にすることもできるということで、それは会長や事務局の判断にお任せしま

すが、私も分けたほうがいいとは思ってます。 

 

会長 ありがとうございます。十分検討したいと思います。 

 

委員 会議の参加が遅れてしまいましたので、前がよく分からないんですけども。この資料

の運営委員会の意見等をかなり熟読しましたけれども、書いている立場、視点が、委員の視

点、図書館の視点、第三者の視点もあって、分かりにくい文章なんですね。その辺はもうち

ょっと、ちゃんとまとめたほうがいいなというのを、まず感じました。 

 それ以外で言いますと、出版社としてたくさん画家とか作家を使ったイベントを仕掛け

ています。東京都内でもたくさんイベント仕掛けてまして、もちろん、こういう状況ですか

らほとんどが中止になりましたけれども、ちょっと新宿は委縮してるな、考え方が。図書館

も含めて。 

 というのは、2回目の非常事態宣言があったときでも、ちゃんとイベントもやった区もあ

るんです。そのやり方というのは、非常に僕も参考になりましたけども、ケーブルテレビと

の融合、タッグを組んで、行ったイベントをケーブルテレビに放映してもらうというような

ことで周知もしてます。ですので、もっと新宿もケーブルテレビの使い方、こういうイベン

トなんかも含めて、それから、情報を広報するということも含めて踏み込んだほうがいいん

じゃないのかなと思いました。 

 例えば原画展。こういうものも、密になることは絶対ありませんし、むしろ逆にそれを見

て、絵本をたくさん借りた人もいる。そういう意見も出ておりますので、もう少し、新宿の

場合もイベントについて知恵を出してほしいなというのが正直なところですね。あらゆる
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ところに前向きな視点が欲しい。前向きに物事捉えないのは、残念だったなというのが正直

な感想です。すみません。 

 

会長 ありがとうございます。まだまだご意見がありそうですが、時間がぎりぎりになって

しまってますので、私のほうで図書館と調整させていただきますので、ここで次の所に移ら

せていただきます。 

 この令和 3 年度から 5 年度のサービス計画というところを先に説明していただきました

けども、時間があまりないんですけれども、ここについてのご意見を伺いたいと思います。

何ページのどこというふうに示していただくか、例えば（1）の中で、1）は夏目漱石関連事

業ですけども、そこで何かご意見、ご質問あればというところで進めさせていただいたほう

が分かりやすいのでという気しますので、まず皆さまがた資料を見ていただいて、何か（1）

の中で気になることがあったら 

 5 ページから 10 ページまでですね。これが(1)になります。この中で何かありましたら。

特になければどんどん進んでいきますので。よろしいでしょうか。また最後にもご意見は伺

いますので。 

 次、(2)ですね。(2)は東京 2020オリンピック・パラリンピック関連事業。これが 11ペー

ジから 14ページまでです。これも本当に短期的なもので、開催されるのかどうかもまだ議

論ありますけども、こういう予定であるということを、取りあえずですね。よろしいでしょ

うか。その次ですね。(3)です。区の各部署との関連事業というところですが、ご意見があ

るようなのでどうぞ。 

 

委員 全体を通じても言えることなんですが、この達成度という欄の意味がよく分からな

いです。拝見する限り、これは達成度というよりは、この事業を実施したかどうかしか書か

れてないと思うんですよね。達成というからには、何らかの目標があって、その目標がどの

程度達成できたかで、全て達成できたか、一部しか達成できなかったとかっていうような表

現になるのではないかと思います。 

 具体的にはこの 15ページの上から 2番目。四谷図書館の認知症サポーター養成講座。な

かなか面白いしいい試みだとは私は思いますが、これが達成したになってるのですが、では

これは当初何人ぐらいを想定して企画していたか。例えば 20人を想定していたとして、本

当に 20人以上、会場にあふれんばかりに人が集まったら、これは十分達成したと言えると

思いますが、やってみたら 2 人か 3 人しか集まらなかったというのであれば、事業そのも

のは実施したとしても、当初の目標は十分達成できてない。というように評価しないと。ほ

とんどの事業について達成したになってますが、よく見ると、事業を実施しただけではない

のかという気が私はいたします。 

 これだけの表を作って、それぞれ利用者の声も反映させるという事務作業は大変なもの

だと思うので、それは本当に、その事務作業を評価したいのですが、一方で内容的には達成
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度、それから先ほども最初にあった現状維持や重点事業。右のほうの欄の書き方とか意味合

いが少しはっきりしないので、お尋ねしたいと思います。特に達成度というのは、何らかの

目標が掲げられていたのではないでしょうか。 

 

会長 これについては、事務局のほうはどうでしょうか。 

 

事務局 おっしゃるとおりなんですけれども、今回のところは実施したというような捉え

方でしかないかなと思います。指標とか目標というのが十分立てられていないのは、前から

認識しておりました。ですので、この達成度と方向性と現状維持、重点事業のところは、も

う少し整理させていただきたいと思っております。 

 

委員 今後の課題だと思いますね。私は、何らかの目標があってこそ、こういう事業はやる

意味があるんであって、このままだと事業をやりさえすればいいように見えてしまう。そう

じゃなくて、ちゃんと目標が達成できたかどうか。 

 この後の調べ学習の支援の項目に出てくるんですが、達成してないと正直に書いてある

ところは、すごく新鮮な感じがするんですよね。全体を見ると 2カ所ぐらいあるかな。達成

してないと。だから、逆にこれはちゃんと目標があって、事業は実施したんだけども、目標

が達成できてないんだろうと思える。これが本来の評価や事業の見直しにつながっていく

のだと思いますので、表の作りだけではなくて、ちゃんと問題意識とか目標意識を持った上

で、事業に取り組んでいただきたいというふうに言っておきます。以上です。 

 

会長 私も意見はいろいろお伝えしてまして、このあたりは調整されると伺っております。

では、ここの今の(3)はいかがでしょうか。どなたか、意見ございませんでしょうか。いい

ですか。 

 それでは、その次の(4)ですね。(4)は図書館を応援する地域団体等との協働事業というこ

とで、19 ページから 24 ページです。ここには未実施というところもあります。それから、

空欄がありまして、先ほど空欄はまだ調整がついてないということでありましたけれども、

こちらはいつ記入されることになりますでしょうか。 

 

事務局 昨日、館長連絡会で説明をさせていただいて、来週の水曜日に地域図書館について

は締め切りまして、その後中央図書館で点検し、7 月の半ばくらいにはまとまる予定です。 

 

会長 分かりました。確実に進めてください。では、その次ですけれども、(5)ですね。調

べ学習への支援というところです。 

 

委員 ここで達成してないと北新宿が正直に書いてるのは、すごく新鮮なイメージがあり
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ました。全体を通じて付けくわえておきたいことがあります。それぞれの事業について達成

度や今後の方向性を書くのはいいんですが、いわゆるコスト面がほとんど書かれていない。

お金が幾らかかったということよりも、例えば職員の手間、時間。そういうものが、当初の

予定よりもものすごく時間がかかったとか、あるいは職員の人数割当がもっと必要だった

というようなことが、今後のことを考えたときに評価として必要だと思うんですよね。 

 全体見ると、事業については今後も継続するとか、現状維持って書かれてますよね。そう

すると、今年度、あるいは昨年度やったことの経験が、来年度以降に生きるはずです。例え

ば、今年は 3日準備にかかったけども、来年度はそれが 2日で済んだとか、1.5日で済んだ

とかであれば、その分他の仕事にその時間を振り分けることができるわけですよね。そうい

う意味で、私は、企業と同じでコスト意識というのは大事だと思うんですよ。ある事業をや

るのに人手が 5人必要だったと。でも、みんな経験を積んで分かってきたので、それが次年

度は 4人に減らしたり、3人でできれば、これはすごくいいことだと思いますね。 

 は達成度の中に含めてもいいのですが、ちゃんと費用面、特に人員、それからその準備に

かかった時間、場合によっては機材なんかも、同じ機材が来年度以降も使えるのであれば、

それを使い回していくことによって、事実上のコストカットができるわけですよね。そうい

う意識がないと。とにかく実施することだけ、やれば一定の成果があるはずだっていうよう

な観点ではなくて、一つの事業をやるのに、どれだけの人手やお金や時間を短縮してやるの

かというような視点も持っていかないと、サービスを区民に還元したことにならない。全て、

資金の原資は税金ですからね。それを効率よく使うという視点もあっていいのではないか

と思います。そのあたりも盛り込めれば、もっと良くなるように感じました。以上です。 

 

会長 ありがとうございます。コストパフォーマンスということがよく言われますし、その

あたりはどういうふうに考えるかということになりますけれど。こういう計画表の中では

入れるのは難しいかなとも思います。計画を作り直さなくちゃいけないかもしれないんで

すけど。 

 

委員 その欄を設けるというよりも、例えば方向性へのコメントという欄が右ページにあ

りますよね。そういうところで、昨年度に比べると、ずっとノウハウが蓄積できスムーズに

実施できたとか、あるいは、この事業を実施したら、当初はこういう効果があると期待して

たけども、副産物、副成果っていうかな。思いがけない、こんな成果も上がったみたいなこ

ともあれば、それも書くべきだと思いますね。すると、それは同じコストをかけても、当初

の目標以外にもいろんな成果が上がったということが分かるわけなんで、そういう視点が

あってもいいんじゃないかという意味です。 

 

会長 では、これについては図書館のほうで書き方について検討していただくということ

で。ただ、ずっと継続してる事業も多いですから、あまりあらためて負担になるかという、
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そういうことではないんじゃないかと思います。むしろ、重点事業というところで、どのく

らい重点化するのに時間かかったのかみたいなところに分けていったほうが、恐らくはや

りやすいかなと思いますね。書き方としてその辺工夫していただけますでしょうか。 

 

委員 前回の共通取り組み事業について、今、さまざま説明いただいたんですけども、これ

がすごく分かりにくくてというのがまず 1点あります。達成度という項目の所も、達成度と

いうのは何なんだろう、区民の方が見ても、何を表現してるのかちょっと分かりにくく思い

ます。今、ご説明を受けて分かったところもありました。 

 それから、現状維持／重点事業というのも、何を意味してるのか、これだけではちょっと

分かりにくいし、違う表現の所も出てきますよね。区民の方から見ると、項目が分かりにく

いのを工夫していただいたほうがいいかなと。 

 あともう一点、方向性のコメントが、情報量が詳しく非常に充実している所と、1行だけ

というところがある。これは統一したほうがいいと思います。できるだけ具体性を持った内

容が書かれているほうがいいと。各地域図書館から上がってきたものをそのまま載せてい

るのか分かりませんけども、情報量については吟味していただいて、図書館によって大きな

差がないようにしていただいたほうがいいんじゃないかなと思いました。以上です。 

 

会長 ありがとうございます。まだ書き方の工夫がいる、情報量の問題もあるということで

あります。それから、現状維持、重点事業もなかなか分かりづらいということ、これは私も

分かりづらいなと思っております。ですから、もう少し書き方に工夫がいるということで、

この協議会では意見を述べさせていただくということにさせていただきます。 

 これで（5）まで行ったんですけれども、その中でまだ何か、皆さまがたのほうでご意見

ありますでしょうか。まだご発言のない委員の方、ぜひお願いいたします。 

 

委員 戸山図書館の平和事業ですが、ここに参加者の声が載っていまして、映画会に参加し

ての声ですが、これは実施した事業ですので、これからの 3 年から 5 年の計画には関係な

いからということかもしれませんけれども、この映画のタイトルなども分かるといいのか

なという感じがしました。 

 それと、3番の区の各部署との連携および 4番の図書館を応援する地域団体等との協働事

業という所。ぜひこれは外に向けての働き掛けということで、各部署の連携や地域団体との

連携を大いに進めていただき、ここに自殺防止月間についてのことも書いてありましたけ

れども、6月は環境月間、11月は虐待防止月間とか、春秋の交通安全運動とか、ぜひそうい

ったものをタイムリーに取り上げて、利用している図書館でできることを発信して、地域全

体、社会全体で理解していくというような、そういう形もよろしいかと思いますし、自分た

ちがそれに参加したり、参画してるんだという充実感が味わえますので、ぜひこういったと

ころは今後も力を入れて取り組んでいただけたらなと思っております。以上です。 
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会長 ありがとうございます。もう少し記述が豊富になると分かりやすいと思いますので、

それぞれの地域館から聞き取る必要があるのかなと思いますね。 

 全館共通の取り組み事業の（1）から（5）ですけれども、ここについては以上でご意見い

ただいたということにさせていただきます。よろしいでしょうか。 

 議題はもう一つ残っておりまして、新宿区立図書館視聴覚資料、DVDに関する貸出数量等

の変更の本格実施についてというところについて、お願いします。 

 

資料係長 資料係の平野からご説明申し上げます。よろしくお願いいたします。こちらにつ

きまして、残り時間も限られておりますので、資料の読み上げという形ではなくて、本当に

端折ってざっくりと説明させていただきたいと存じます。 

 昨年の 10 月の協議会でご説明しておりますが、DVD を、今まで 1 点しかお借りいただく

ことができなかったのが、2点お借りいただけるようにするというもので、こちらにつきま

しては、利用者からのニーズを基にしております。試行期間として 1 月から 6 月までの期

間で実施し、結果として好評でございまして、貸出数も大きく増えたというところでござい

ます。また、一方、苦情等の支障も特に見られなかったため、7月 1日から本格実施をさせ

ていただくというのが、資料の趣旨でございます。 

 続けてご説明させていただきますが、この資料をお送りしてから、とある委員の方からご

質問を頂戴し、それについての回答としてご用意したのが、昨日お送りしました追加資料で

ございます。こちら、ご質問を 3点頂戴しました。 

 一つ目として、試行開始後に予約が 25件を超えた DVDの点数と、そのタイトルは何かと

のお問い合わせです。こちらは『トイ・ストーリー4』、『ジョーカー』、『15 時 17 分、パリ

行き』の 3点です。二つ目は、その平均購入価格は幾らかとのことで、回答として、1万 4833

円となります。 

 三つ目として、試行前後で予約待ち期間の分布の変化はどうなのかということでお問い

合わせいただきましたが、大変恐縮でございますが、システムのデータ収集の都合上、予約

待ち期間に関わる直接のデータそのものはありません。現在のデータからわかることは、例

えば『トイ・ストーリー』につきましては、11 月 29 日に排架されてから、試行の前日、1

月 4 日までの予約数が 21 件でした。それが試行後、1 月 5 日から 5 月末までのデータでご

ざいますけれども、その期間の予約数が 30件ということになります。 

 言い方を変えますと、試行前は一か月に 21件の予約があったものが、その後 5カ月の間

で 30件の予約が追加されたことになります。これを見ますと、予約数を 2点にしたからと

いって、特定の作品に予約が特に集中し、ものすごくお待たせする形になったというわけで

はないと評価してございます。 

 また、同じ委員の方から追加でご質問がありました。予約が 25 件を超えたのは前述の 3

点ということでお示ししたところなんですが、ホームページをご覧いただきまして、現時点
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での予約で 25点を超えている DVDは他にもあるだろうということで、ご指摘いただきまし

た。言葉が足りなくて恐縮でございましたけれども、試行期間が始まってから 25件を超え

たのはこの 3点ということです。例としてあげていただいた『ボヘミアン・ラプソディ』な

どにつきましては、試行が始まる前から 25点を超えるものがあったというところでござい

ます。 

 もう一つ、追加資料で言っていた 3件についても、もっと予約件数が多いようだとご指摘

いただきましたが、それはデータの切り取りの期間の関係でございまして、5 月 31 日末現

在ですと、このような数字になっていたというところでございます。 

 あと、副次的な効果として、もともと人気があった洋物の映画、日本の映画、アニメなど

に加えて、実用的な作品についてもお借りになる方が増えたと。映画も借りながら、もう 1

本の枠で法律的なこと、例えば悪質商法についても勉強してみようかというような方も増

えたのではという感触が、データからも見て取れるところでございまして、本格実施に移行

したいというところでございます。ご報告以上でございます。 

 

会長 ありがとうございます。こういう試行を経て、7月の 1日から本格実施したいという

ことですけども、委員の皆さま、これについて何か質問やご意見ございますでしょうか。 

 

委員 このデータを出していただくようお願いしたのは私です。なぜこういうことをお願

いしたかというと、一度に借りられる DVDの件数を増やすと、1人の方が 2点借りていくこ

とにより、予約の待ち時間は延びるんですよ。これは普通の本でも同じ現象が起きるんです

ね。予約の件数が 25件を超えたものは、昨日見た時点では、この 3件だけではなくて、今、

説明ありましたけど、全部で 27作品ありました。『ボヘミアン・ラプソディ』なんか 57件

も予約が入ってるわけですよ。こういうものについて、予約待ちの人が多いからもう一点買

っていくとどういうことが起きるかというと、これは典型的な無料のレンタルビデオ屋に

なっていくんですよね。 

 かつて本について、無料貸本屋批判があったときと同じですよ。1人の利用者が借りられ

る冊数を増やすと、その図書館の全体の貸し出し図書は当然、増えるんですよ。図書館とし

てはいいことだと思うんですね。その結果、人気がある本に予約が集中するから、その本を

複本で買っていくということをずっとやっていくと、どんどん人気のある本の複本が増え、

その結果、その図書館の貸し出しは伸びていくと。結果的にこれが無料貸本屋という批判を

浴びたわけですね。 

 だから、新宿区の場合も、予約が 25件を超えた場合には、複タイトルって言うかな。複

本で DVDを増やすんですか。仮にそれをやっていくとすると、これは紛れもなく無料レンタ

ルビデオ屋に転げ落ちていくということを心配したわけなんですね。 

 そうじゃない DVDを借りていく人ももちろんいるんですよ。トータルでは、もちろん無料

レンタルビデオ屋じゃないんですよ。図書館は。だけども、これは地元の無料レンタルビデ
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オ屋さんからすれば、こんなに人気のあるものはうちでも有料で貸してるんだと。それを図

書館が無料でやられたら営業妨害だというふうに感じられるのは、これは当然だと思うん

ですよね。だから、今後、予約が増えたときに、複本に当たるもの。同じタイトルの DVDを

どうやって買い増ししていくのか。そこら辺りの方針を確認させてください。 

 

会長 この点いかがでしょうか。 

 

資料係長 ご指摘のとおり、いわゆる無料貸本屋的なものは、公共図書館としては不適切な

状態と考えています。追加で買うときにも、予約が 25件という目安もございますけれども

慎重にやりたいと考えておりまして、DVDを扱う図書館はこちらの中央館の他、3館ござい

ますけれども、多くてもそこまでと考えているところでございます。 

 また、直接のご説明とはちょっと違ってしまうんですが、ホームページに出しております

数字なんですけれども、例えば 50件という数字が出ていたとしまして、その 50件が、今現

在 50人待っているものだけではないと申しますか、ある期間、例えば半年の期間の中で 50

人の方が予約をしたことがあるという、そういう数字です。もう既にお借りになった方です

とか、例えばテレビが放送されると一気に予約が減るという傾向があるんですけれども、そ

のようなことで予約を取り消しされた方も含まれています。こちらの数字は、一度予約され

た方の数を全て載せているということで、補足させていただきます。 

 

委員 分かりました。ありがとうございます。それこそ『ボヘミアン・ラプソディ』は先週、

テレビでもやりましたからね。とこういう人気のあるものについて複タイトルを買ってい

くと、そういう危険がありますという警鐘を鳴らしたかったので、そのあたりを分かった上

で複本をそろえていただきたいと思います。 

 それから、委員の皆さんには、この平均購入価格に注目していただきたい。人気のある DVD

について示していただいたら、1 万 4800 円。そんなにするものなんですよ。これは図書館

が貸し出せるものだから。通常個人が買うと、今、Amazonで調べましたけども、1000円か

2000 円ぐらいで買えます。でも、図書館は貸し出しができるという許諾を得てるために、

こんなに高いものを買ってるんだということは、ぜひご理解いただいたほうがいいと思い

ますね。 

 個人的な意見ですが、『ボヘミアン・ラプソディ』や『トイ・ストーリー4』をもう一点買

うくらいだったら、私は、ちゃんとした本を何十冊か買いそろえたほうがよっぽどいいので

はないかというふうに考えてます。そのほうが公立図書館のあり方としては、まともな生き

方じゃないかと、個人的には思います。ありがとうございました。 

 

中央図書館長 先ほどの DVD の 2 点貸しのご質疑の中で、資料係長からもご説明はさせて

いただいたんですが、予約が確かに増えるというところは事実でございますが、新宿区の図
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書館としては、あくまで複本を含めて DVD を収蔵するのは 3 館ということで、同一コンテ

ンツは 3点までを原則とすることを、方針として持っております。 

 貸し DVD屋さんですとか、販売店などについては、売れるもの、たくさん借りてもらうも

のという市場性が重視されるため、需要に応じて同一コンテンツを多く揃えたりしますけ

ども、図書館の役割としては、視聴覚資料につきましても、多様性を追求するということで、

できるだけさまざまなストックの充実という方向で考えてございますので、そういった意

味では、われわれが行っている方針というのは、今のご指摘にも合致するものなのかなと思

ってございます。以上でございます。 

 

会長 ありがとうございます。では、この DVD の貸し出しを 7 月 1 日から本格実施すると

いうことで、皆さまがた、お認めいただくということでよろしいでしょうか。 

 ちなみに、価格についてコメントしておきますと、図書館での貸し出し用 DVDの値段です

けど、いわゆる通常価格の 3倍というのが貸し出しの補償金と言われておりまして、ですか

ら 5000 円で販売されているものなら大体 1 万 5000 円程度が相場のようです。ただ、もっ

と高いものもあるようなので、収集をする枚数は本当に吟味して抑えていただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、この件については終わります。あとその他というところでありますけども、事

務局より報告がありますので、お願いいたします。 

 

事務局 前回にご説明しました、新宿区立図書館運営協議会の設置要綱の改正についてで

すけれども、組織の中で区立学校の先生をもって充てる委員の規定部分について、改正箇所

としておりませんでした。この部分に関しまして、前回、委員から、改正前の区内学校職員

という規定の仕方では、学校長や、そもそも教員は含まれないのではないですかというご指

摘いただきました。法務とも確認しまして、規定の仕方で解釈が生まれるようなものは好ま

しくないということ、それから実際にも校長先生に委員に就任いただいてるということか

ら、要綱の改正にあたりまして、この部分の規定を新宿区立小学校長会、または新宿区立中

学校長会の推薦を得た者というふうに改めた上で、決定を受けましたので、この場をお借り

しまして報告いたします。 

 また、きょうで令和元年度と 2年度の運営協議会は終わりとなります。お忙しい中、2年

度にわたり委員をお務めいただきありがとうございました。中央図書館長によるあいさつ

をさせていただき、その後、会長から閉会のお言葉をいただければと思っておるんですけれ

ども、少々時間が過ぎていますがよろしいでしょうか。 

 

委員 時間が押してる中、最後に申し訳ないですがよろしいでしょうか。資料を拝見させて

いただきまして、図書館の皆さまがたがさまざまな取り組みをしていただいていることを

感じ、大変感謝しております。いろいろな取り組みも各図書館でやっていただいてるので、
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ぜひ達成されて好評だったものは、各図書館で成功のノウハウなどを共有していただいて、

広くいろいろな取り組みをやっていただければと思います。図書通帳なんかもとても興味

深いものですので、広げていただけたらなと思っております。あと、新中央図書館のお話も

ありましたけれども、ぜひ建設に向けて動いていただけたらと思います。 

 一つ質問なんですけれども、新中央図書館はどこに建てられるものでしょうか。また、そ

の間は、図書館はまた移転しまうのでしょうか。もし建設が始まった場合は、どうなるんで

しょうか。 

 

事務局 新中央図書館の予定は同じ場所を予定しています。あくまでもここに移転してき

たときの話なんですけれども、図書館はそのまま運営して、校庭部分に先に建て、引っ越し

して、最後にここを取り壊すというような計画だったんですね。もう一度検討するというこ

とにはなっていますけど、一応、今後展開していくとしてもそういう形で、中央図書館がな

るべく休館しないような工夫をしていきたいと考えております。 

 

委員 分かりました。それがお伺いできて少し安心いたしました。場所的にもとても利用し

やすかったですので、ありがとうございました。以上です。 

 

事務局 会長、最後に区民委員の方から一言ずついただくというのはどうでしょうか。 

 

会長 館長さんの前に、区民の委員からということですね。今期最後になりますので、大変

な時期に皆さんお過ごしだったと思いますけど、この会に参加していただきましたので、皆

さまがたの感想なりご意見なり、一言ずつ伺えればと思います。 

 

委員 2年間ありがとうございました。特に後半の 1年間は、コロナの関係もあっていろい

ろな開催方法とかの頻度も含めて制約ありましたし、その他、他自治体の図書館にも一度見

学の機会ありましたけれども、そのような企画がもっとあったらなとは思いました。ただ、

少なくとも 1 回はありましたし、議論も基本的にいろんなテーマでやらせていただいたの

で、本当に個人的にも貴重経験になりました。ありがとうございました。 

 

委員 私は 2期、各 2年間務めさせていただきましたが、大変お世話になりました。ありが

とうございました。図書館についてすごく理解が深まったということもありますが、ただ、

一つだけ、先ほど他の委員からもご指摘あったように、ちょっと新宿区の図書館の運営とい

うのは、少しナーバスというか、神経質というか、保守的というか。近隣の他の区も利用し

てますけれども、休館なんかも多いし、いまだに消毒と換気のため、1 日に 2 回 30 分立ち

入れない制限があったりとか、そんなことをやってますので、今回 DVDなんかもようやく近

隣の区の館に追い付いたのかなという感がしてます。今後、できれば新宿区が他の区に比べ
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てもっとアグレッシブにといいますか、先進的な区立図書館になっていただければなとい

うふうに、期待を述べさせていただいて、お礼に代えさせていただきたいと思います。どう

もありがとうございました。以上です。 

 

委員 2年間ありがとうございました。図書館というとあまり、実際に私は使うんですけれ

ども、広報活動とかだったりが結構、見えてなかったんですけども、実際、6月 5日の広報

新宿などにも結構、図書館の催し物というのが大きく載ってたりして、この 2年間、参加さ

せていただいて、図書館に関する情報を敏感に吸収しようというところが出てきまして、申

し訳ないんですけど、意外にやられてるんだなというのが、この 2年間で分かってきました

ので、これがもう少し、私はこういうふうに区民委員として入ったから、そういうふうに敏

感になったのかもしれないんですけれども、もう少し広く皆さんに情報共有が行き届くよ

うな形ができればいいなというふうに思うのと、もう一つは、今、先ほど予算の件とかいろ

いろおっしゃってたんですけども、新聞でも見たんですけれども、民間の寄付などを結構、

活用してやられたりしてるところもあるようでしたので、そういう民間の力というのもう

まく活用できる、そういう障害を取り除いて、うまく区民のためにいい図書館運営ができれ

ばいいなというふうに思いました。ありがとうございました。 

 

会長 ありがとうございます。それでは、図書館長にごあいさついただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

 

中央図書館長 改めまして、今期の図書館協議会の閉会にあたり、ごあいさつを申し上げま

す。 

 本日は前回に引き続き、コロナ対策ということで、会議室、およびオンラインでのハイブ

リッドの会議となりましたが、長時間にわたりまして、委員の皆さまの熱心なご協議をいた

だきましてありがとうございました。これまで皆さまからいただきました貴重なご意見、な

らびに今期のまとめにつきましては、今後の区立図書館の運営に反映してまいりたいと考

えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日の協議会でもご協議をいただきましたが、なかなか収束が見えないコロナ禍にあっ

ても、新宿区立図書館は区民の皆さまに親しまれ期待されている施設であると、本日あらた

めて実感いたしました。元年度、2年度の 2カ年度にわたりまして、ご協議をいただきまし

た今期の図書館運営協議会は、本日をもって任期満了となりますが、今後も委員の皆さまか

らのご要望に応えられる施設としていくため、図書館職員一同、指定管理者ともども、一生

懸命、取り組んでまいりますので、どうぞよろしくご支援をお願いいたします。 

 なお、区民からの公募の委員の皆さまにつきましては、本日をもって任期満了となります。

次の当協議会の委員構成はまだ未定でございますけども、本日が最終となりました。本当に

いろいろと熱心にご議論いただきましてありがとうございました。また、その他の委員にお
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かれましても、今回をもってご退任される方がもしかするといらっしゃるかもしれません

が、今後とも当協議会のみならず、さまざまな場面でご意見、ご提言をいただければと思っ

ております。 

 最後に、これまで当協議会の取りまとめを始め、大変ご尽力をいただきました雪嶋会長を

始め、全ての委員の皆さまに心から感謝を申し上げまして、私からの閉会のごあいさつとさ

せていただきます。それでは、大変恐縮ですが、私からも雪嶋会長のごあいさつをお願いで

きればと思います。よろしいでしょうか。 

 

会長 私のほうからも一言、皆さまがたに感謝を申し上げたいと思います。今期は、1年目

は海外におりましたので、何もできなかったということで、三浦会長、それから中村副会長

に大変お世話になりまして、ありがとうございました。長くやってますけども、不手際なこ

とも大変多くて、皆さまがたにいろいろカバーしていただいておりますけども、こういう話

し合いの場をずっと続けられるということ、これが非常に重要かなと思います。 

 それから、区民の皆さんがどういうふうに感じてるか、思ってるのかということが、この

会で非常によく分かりまして、そういうところでも、この新宿区を何とかしていきたいなと

いうふうに思っているところであります。皆さまがたのご協力、大変ありがとうございまし

た。その他の委員のかたがたも、今後とも、新宿区の図書館のためにぜひご尽力いただきた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、今期のこの会ですけども、これで終わりとなります。ありがとうございました。 

 

(了) 


